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ロ CT により評価した．超音波テクスチャ指標とマイクロ CT 指標との相関解析
により，超音波テクスチャ指標の有効性を評価した． 
【結果】 
ENTL1x(Layer 1, x 方向の ENT)および ENTL1z(Layer 1, z 方向の ENT)は Po と有意
に正の相関を示した（ともに r = 0.58）．CORL2x は Tpl と( r = -0.73), CORL2z は
BV/TVTb と(r= -0.66)有意に負の相関を示した． 
【考察】 




界の反射波とは分離して Layer 2 の領域に現れる．さらに軟骨下骨-骨髄境界の
形状は，凹凸をもった複雑な形状であり，Layer2 に現れる散乱波は，異なる深
さにランダムに出現する．これによって，軟骨下骨厚さの増大したサンプルに
おいて，CORL2x は低値を示したものと考えられる. BV/TVTb に対しては，CORL2z
が負の相関を示した．軟骨下骨変性に伴う骨密度の増加の際に生じる海綿骨形





























なお，本学位授与申請者は，平成 30 年 10 月 26 日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け，合格と認められたものである． 
（なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条 
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